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来全世界で原型として使われている素材であり、それを変形させた原型を巧みに操り表現している。鋳金の
次にくる制作過程としての鋳造法案及び鋳型制作も形体の為に独自に考案し、イメージである原型を如何に
金属で表現するのかを、表現の研究と捉えて鋳金における様々な鋳造法案研究を行なっている。金属の種類
や着色法も韓国での金属造形作品時代と比較しながらも研究しており、コンセプトと照らし合わせながら表
現としての理論を展開している。そういった思考をすることで、表現者としてそして研究者としても望まし
い研究を行なっていると言えよう。 
韓国では鋳造技法を学んだことは殆ど無い中で鋳金自体を日本で学び、その期間も短い間であったが、自
身の熱心な研究によって鋳造表現としては充分に補われている。 
韓国での鋳造作品は外注が多いため、自分で作品を鋳造してコンセプトを積み上げて行く発想が少ない。
日本でのこの研究によって、彼女の目的に元々あった韓国での鋳造作品に於ける価値の再認識や理念の再発
見とその再構築の場面を創ってくれることを期待して止まない。 
コンセプトと鋳造プロセスと共に違和感なく表現されていることは素晴らしく、作品として十分に評価で
きることから審査員の同意のもと博士学位に相当するものとして意見の一致をみた。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 申請者は、審査論文「偶然の重層という変奏曲」の中で、鋳金作品の位置付けを考察し、自身を現代美術工
芸の研究者としてとらえ、そこから現在の自身の置かれている状況やここまでの経緯を踏まえて浮遊する群
像へ展開していく過程を述べている。また、科学技術が発達している現代において、伝統技法の継承の重要性
を認識し、自身の表現へ積極的に活用していくことは金属工芸の可能性を広げる土台となることについて強
調している。全体的に留学生であること、母親そして妻としての存在である不安定な状況の中から溢れ出てく
る作品への投影が、その背景としての想像の世界観を見つめ、日常と鋳金造形との関連について作品を通して
突き詰めていっている。そこでたどり着いた蝋を原型とする各種石膏鋳造を通してその蝋の群像から得られ
るゆらぎのある浮遊感が制作の原動力となっている。時間的流れによる不安感と動勢からの文章展開は、鋳造
を実際に経験している者の心の奥に響くものであった。全体的に繊細な感情が散りばめられ、独自の工芸・鋳
金の領域に踏み込んでいる内容は評価できる。 
 本審査作品［Forlorn Paradies］は、石膏鋳造法・精密鋳造法・減圧鋳造法によるブロンズの人体の小型鋳
物で制作した自身の浮遊感を伴ったインスタレーション作品である。多岐にわたる人体のいろいろなポーズ
をとった群像は空中に設定され、絞られた光源からの影を反映させて、自身の現在の状況や思考の内面を表現
しているが、それらの群像は全体的に拡がりをみせ始め、独自の時間の流れを感じさせられる作品であり、評
価された。 
 総合的として、韓国で作品を制作した際に強く感じていたことは、鋳造部分は全て業者発注となり、鋳造部
分は自身の手で制作したいということであった。その要求が本学に留学した根拠になったが、その飢餓感と、
また技術的習得の困難さから熱心さと共にとても苦労しながら研究を展開した。そのような状況で着実に鋳
造技術を自身の中に取り入れ、人体の小像を組み合わせ自身の不安定な状況を展示まで持っていったことは
大きく評価できる。また、全審査員から博士学位を認める条件を満たしていると判断された。 
 
 
